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赤穂市は市制施行
60周年を迎えます
新しい農業委員が決まりました
あなたの愛と勇気が命を救う
一日も早い復興を願って
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かぶと虫と直接触れ合える「かぶ～んうね」で、夏のお友達を
見つけました。（７/17  有年横尾「かぶ～んうね」開園式）
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人口の動き（６月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 19,868戸 （＋ 13）

人口 50,861人 （－ 13）

男 24,560人 （－ 2）

女 26,301人 （－ 11）

� （　）内は前月比
◎６月中の異動
出生 40人（＋ 17） 転出 93人（＋ 5）
死亡 46人（＋ 13） その他増 0人（－ 1）
転入 86人（＋ 13） その他減 0人（－ 4）

交通事故発生状況
区分 ６月 平成23年累計

発生件数 143（＋ 20） 764（＋ 93）
　人身 29（＋ 8） 121（± 0）
　物損 114（＋ 12） 643（＋ 93）
死者 0（± 0） 3（＋ 1）
重症 3（－ 4） 11（－ 7）
軽傷 31（＋ 14） 125（＋ 5）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ６月 平成23年累計
火災 2 （＋ 1） 9 （－ 1）
救急 146 （＋ 14） 910 （＋ 115）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは� ☎43・6899�まで

20日（土）　赤穂温泉まつり（観光商工課）
21日（日）　第66回国民体育大会剣道競技近畿ブロック大会
� （スポーツ振興課）
26日（金）　夏期巡回ラジオ体操（スポーツ振興課）
28日（日）　赤穂市防災総合訓練（安全安心担当）
　〃　　　第５回赤穂義士杯青少年柔道大会（スポーツ振興課）

１日（木）　市制施行60周年記念式典・市勢要覧発行（秘書広報課）
１日（木）～ 10月15日（土）　｢ＪＲ赤穂線60年の変遷＆
� 赤穂鉄道の思い出 ｣（民俗資料館）
４日（日）　ＮＨＫのど自慢（企画課）
17日（土）　リサイクル運動推進事業（市民対話室）
　〃　　　赤穂観月会（市民会館・中央公民館）
17日（土）・19日（月・祝）　秋季少年野球大会（スポーツ振興課）
18日（日）　少女バレーボール選手権大会（スポーツ振興課）
23日（金・祝）　下水道30周年記念事業（下水道課）
　〃　　　　　福祉ふれあいグラウンドゴルフ大会（社会福祉課、社会福祉協議会）
23日（金・祝）～ 25日（日）　まるごと赤穂大博覧会2011（観光商工課）
24日（土）　あこう絵マップコンクール公開審査会（協賛）
25日（日）　家庭バレーボール会長杯（スポーツ振興課）
29日（木）～ 10月２日（日）　2011赤穂市美術展（市民会館・中央公民館）
　　※NHK「のど自慢」予選会（９月３日（土））の時間が変更になりました。（詳細は13ｐをご覧ください。）

60周年記念協賛事業（８・９月）
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　赤穂市は昭和26年９月１日、赤穂町、坂越町、高雄村が合併し誕生し
ました。昭和30年４月に有年村と、38年９月には岡山県の福浦地区と合
併し、現在の市域となりました。本年９月１日市制施行60周年を迎えます。

6060赤穂市は市制施行

周年を迎えます周年を迎えます周年周年

平成23年９月１日

赤
穂
市
60
年
の
あ
ゆ
み
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ときめき赤穂　市制60周年

　市制施行記念日の９月１日、「記念式典」を開催します。赤穂市
の文化や福祉、地域活動などのさまざまな分野で長年活動し、ま
ちづくりに貢献された方々に対して表彰状・感謝状を贈ります。
●日時　９月１日 ( 木 ) 午前10時～正午
●会場　文化会館 大ホール
●問い合わせ先　秘書広報課　☎４３・６８７０

９月１日記念式典を開催します

赤穂市ＨＰ
「市民の笑顔時計」

　市制施行60周年を迎え、市民の皆さんの笑顔とと
もに時を刻み、未来への着実な歩みを進めるため、
９月リニューアル予定の市ＨＰに「市民の笑顔時計」
を掲載します。あなた自身の自慢の笑顔やお子さま
の元気な笑顔など、皆さんのとびっきりの笑顔を大
募集。あなたの笑顔で新たな時を刻んでみませんか。
■�掲載箇所　市ＨＰトップページ「市民の笑顔時計」

のコーナー。写真が１分ごとに切り替わります。
■�募集　すてきな笑顔の写真（赤穂市民であること。

なお個人、グループを問いません）
■�応募方法　写真（プリント、画像データを問いま

せん）と応募者の住所、氏名、電話番号、連絡先
を記載したもの（様式は問いません）を秘書広報課
まで持参もしくはメールでご応募ください。また、
ご依頼があれば広報担当がお伺いし撮影します。
詳しくは秘書広報課（☎４３・６８７０）までお問い
合わせください。

※ 写真は応募された時点で著作権者・肖像権者が承諾し
たものとみなします。写真がもとでトラブルが発生し
た場合は一切責任を負いませんのでご了承ください。

夏期巡回ラ
ジオ体操・みんなの体操会

晴�天会場：城南緑地陸上競技場
雨�天会場：市民総合体育館（上履きをご持参ください）
　

講師：指導� 多胡　肇さん　　伴奏 幅　しげみさん
　 事前申込が必要です。各地区公民館、市民総合体育

館、スポーツ振興課に申込書がありますので８月
17日（水）までに申し込みください。
問い合わせ先
　教育委員会 スポーツ振興課 ☎４３・６８６９

8月26日㈮ 午前５時50分～
　　６時50分

放送
予定

ラジオ第１（全国放送・国際放送）
午前６時30分～ 40分

市制施行60周年記念事業

すてきな

笑顔を

� 大募集
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自
分
の
心
を
開
い
て
、
年
齢
、
性

別
、
国
籍
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず「
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
交
流
」を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

㈶
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
発
行

　

 「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
た
め
に
」か
ら
転
載

８月は「人権文化をすすめる県民運動」月間です

人権
文化
をすすめるために
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平
成
23
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
し
い
農
業
委
員
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　

ま
た
、
22
日
の
農
業
委
員
会
総
会
に

お
い
て
、
会
長
に
榊 
敏
氏
、
会
長
職
務

代
理
者
に
前
田 

護
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
・
転
用
等
、

農
地
に
関
す
る
こ
と
は
地
区
の
農
業
委

員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大切な農地を守るために、農地所有者一人ひとりの責任による適切な管理をお願いします。

利用権設定等促進事業により

農地の貸し借りが安心してできます 農地パトロールを実施します

○ 農地の貸し借りを希望される人は農業委員、
農業総代または農業委員会事務局へご相談く
ださい。

○ ただし市街化調整区域内の農地に限ります。
《貸し手の利点》
◎ 市内に農地を持つ市外居住者でも利用できま

す。
◎ 賃借料は、赤穂市農地（田）賃借料情報を参考

にして決めていただきます。
◎ 貸した農地は期限がくれば離作料を支払うこ

となく必ず返ってきます。
　また引き続き貸すこともできます。
《借り手の利点》
◎ 農業経営を拡大したい人は、いくらでも借り

られます。
◎ 借りている期間中は、安心して経営農地の一

部として計画的に利用できます。
◎ 期限がきても双方の合意により引き続き借り

ることができます。

８/17～19

　農業委員会では毎年８月を
「農地パトロール月間」として、
次の目的で農地パトロールを
行っています。
　①農地の利用状況の確認
　②遊休農地・耕作放棄農地の解消
　③農地を有効利用する運動の周知活動
　④無断転用や不法投棄地への指導
　このパトロールで、無断転用の発見と調査、
荒廃農地の調査等を行い、是正指導をしていき
ます。

一時的な転用は？
　一時的に資材置場や残土置場に利用する場合
も転用届が必要です。

許可なく転用すると？
　許可なく転用すると、農地法違反となり工事
の中止・原状回復を命ぜられることがあります。

氏　名 担当地区

榊　　　敏
加里屋地区、駅北（宮前町、
大町を除く）、中広、細野町、
上仮屋地区、城西地区

團　　増治
尾崎、南宮町、清水町、大
橋町、松原町、中浜町、さ
つき町、海浜町

有田　光一
元塩町、本水尾町、朝日町、
正保橋町、東浜町、元沖町、
元禄橋町、御崎

山田　孝志 塩屋（向、東）、宮前町、大町、
板屋町

八木　元則 塩屋（西）

永安　　弘 西浜北町、片浜町、平成町、
磯浜町、古浜町

中田　稔行 新田（居村）

木村　繁滿 新田（居村以外）

松本　隆博 黒崎町

西山　和一 大津

大崎　　清 木生谷

氏　名 担当地区

横田　則征 折方

小林　久忠 鷆和

住所　知之 福浦

後藤　利彦 坂越、高野

砂本　　勝 浜市、砂子、北野中、
南野中

山本　　稔 木津、目坂、高雄

井口　　暉 周世、真殿

前田　　護 中山

本田　勝一 西有年（原組、宮原、西中野、
東中野）

藪林　　清 西有年（横山、上組、北組）

谷山　　甫 東有年

桐谷　宙佳 有年楢原、有年原

平田　源也 有年横尾、有年牟礼

●地区担当委員 新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会　

☎
43
・
６
８
４
５
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私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る

突
然
の
け
が
や
急
な
病
気
な

ど
の
救
急
事
故
に
遭
遇
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
時
、
病
院
へ
行
く

ま
で
に
、
適
切
な
応
急
手
当

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
け

が
や
病
気
の
状
態
を
悪
化
さ

せ
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

救
急
事
故
の
う
ち
、
最
も

重
篤
で
緊
急
を
要
す
る
事
案

は
、
心
肺
停
止
状
態
と
な
っ

た
場
合
で
す
。

　

突
然
、
意
識
を
な
く
し
て

倒
れ
、
さ
ら
に
心
肺
停
止
状

態
と
な
っ
た
場
合
、
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
に
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人（
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
）

が
適
切
な
応
急
手
当
を
行
え

ば
、
何
も
し
な
か
っ
た
時
と

比
べ
救
命
率
は
格
段
に
向
上

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

医
学
的
な
見
地
か
ら
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
動
か
さ
な
い
ほ

う
が
い
い
」「
何
を
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
」な
ど
の
理
由
で
、
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
応
急
手

当
が
行
わ
れ
ず
、
救
命
の
チ

ャ
ン
ス
を
逸
し
て
し
ま
う
事

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し

た
と
き
、
あ
な
た
の「
愛
」と

手
を
さ
し
の
べ
る「
勇
気
」

が
、
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
応
急
手
当（
心
肺

蘇
生
法
）を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
署 

救
急
救
助
課

 

☎
43
・
６
８
８
４

　

上
郡
分
署 

救
急
救
助
係

 

☎
52
・
５
１
１
９

【
普
通
救
命
講
習
】

日�

時　

９
月
11
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容　

　

�

心
肺
蘇
生
法（
実
技
）

　

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

　

�

応
急
処
置
法

対�

象　

▽
市
内
在
住･

在
勤

の
人（
中
学
生
以
上
）

　

� 
20
名
程
度　

※ 
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

受
付
締
切　

　

 

９
月
10
日（
土
）

　

午
後
６
時
ま
で

▽▽▽▽▽▽▽▽

　

毎
年
９
月
９
日
を「
救

急
の
日
」と
し
、
こ
の
日

を
含
む
１
週
間（
９
月
４

日
～
10
日
）を「
救
急
医

療
週
間
」と
定
め
、
救
急

業
務
等
の
普
及
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

【
救
急
フ
ェ
ア
】

　

消
防
署
で
は
、
救
急

活
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
救
急
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日�

時　

９
月
４
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１

時
場�

所　

イ
オ
ン
赤
穂
店

西
側
駐
車
場

主
な
内
容　

　

�

高
規
格
救
急
車
、
は

し
ご
車
の
展
示

　

�

心
肺
蘇
生
法
の
展
示
、

指
導

　

�

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
展
示

　

�

応
急
手
当
の
展
示
、

指
導

　

�

風
船
等
の
配
布　

等

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

あなたの
愛と勇気が
命を救う

あなたの
愛と勇気が
命を救う
愛 勇気

心
肺
蘇
生
法
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

９月９日は

救急の日
9月4日㈰

救急フェアを開催します

９月９日は

救急の日
9月4日㈰

救急フェアを開催します

受けよう
がん検診

７月から女性がん検診が
始まっています

受けよう
がん検診

７月から女性がん検診が
始まっています

日時　８月28日（日）
　 　 午前９時～ 11時30分
場所　 千種川右岸河川敷緑地（赤穂大橋

南側）
主な訓練内容

　  ▽炊き出し支援 ▽災害ボランティアセ
ンター開設 ▽初期消火 ▽給水支援 ▽救
出・救助・救急搬送 ▽航空隊との連携
ほか

問い合わせ先　安全安心担当
 ☎４３・６８６６

交通事故や救急事
故はいつ起こるか
わかりません。そ
んなとき、その場
に居合わせたあな
たの「愛」と手をさ
しのべる「勇気」が
必要です。尊い命
を救うため心肺蘇
生法を身に付けま
しょう。
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「
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
健
康
教
室
の
案
内
が
あ

っ
た
ら
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
。

私
は
参
加
し
て
、
無
理
な

く
体
重
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

昨
年
、
教
室
に
参
加
さ

れ
た
舟
坂
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
ご
自
分
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
た
り
と
減
量
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で

す
が
、
体
重
は
１
㎏
ほ
ど

し
か
減
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
教
室
に

参
加
し
て
、
体
重
マ
イ
ナ

ス
４
・
５
㎏
・
腹
囲
マ
イ
ナ

ス
７
㎝
を
達
成
さ
れ
ま
し

た
。

「
教
室
で
は
、
家
で
出
来
そ

う
な
運
動
の
指
導
や
日
常

食
べ
て
い
る
食
事
の
カ
ロ

リ
ー
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

実
際
の
食
べ
物
を
目
の
前

に
し
て
の
カ
ロ
リ
ー
表
示

は
、
わ
か
り
や
す
い
し
、

驚
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
減

量
の
目
標
や
取
り
組
み
方

法
を
自
分
で
決
め
て
い
き

ま
す
。
私
は
、
今
ま
で
も

40
分
ほ
ど
歩
い
て
い
た
の

で
、『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
１

時
間
に
増
や
す
』と
い
う
、

続
け
て
出
来
そ
う
な
方
法

に
し
た
の
が
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

教
室
の
最
後
に
全
員
で
目

標
を
発
表
し
合
う
の
で
す

が
、
私
の
目
標
を
発
表
し

た
と
き
、
男
性
の
方
が『
ほ

ぉ
～
』と
言
わ
れ
た
の
が
今

で
も
耳
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

自
分
で
言
っ
た
の
だ
か
ら
、

こ
れ
は
実
行
し
な
い
と
！

と
思
い
ま
し
た
。
１
回
目

の
教
室
後
も
、
６
ヵ
月
間

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の

で
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
」

　　

舟
坂
さ
ん
は
、
食
事
方

法
は
あ
ま
り
変
え
ず
、
運

動
を
強
化
す
る
こ
と
で
目

標
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
お

一
人
で
ラ
ジ
オ
を
片
手
に

歩
か
れ
る
の
で
、
時
間
を

変
え
た
り
、
距
離
を
変
え

た
り
、
ル
ー
ト
を
変
え
た

り
し
て
、
無
理
す
る
こ
と

な
く
現
在
も
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
、

と
っ
て
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
る
ん
で
す
」

　

素
敵
で
す
ね
。

女
性
が
ん
死
亡
率
が
全

国
平
均
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す

　

赤
穂
市
は
、
乳
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
兵
庫

県
内
の
市
町
の
中
で
低

く
、
ま
た
乳
が
ん
と
子

宮
が
ん
の
死
亡
率
が
全

国
平
均
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
女
性
は
、

女
性
が
ん
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
、
広
報
あ
こ
う
６
月

号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９月９日は

救急の日
9月4日㈰

救急フェアを開催します

９月９日は

救急の日
9月4日㈰

救急フェアを開催します

受けよう
がん検診

７月から女性がん検診が
始まっています

受けよう
がん検診

７月から女性がん検診が
始まっています

 16

14

12

10

8

6

4

2

0

30

25

20

15

10

5

0

赤
穂
市
　

全
国
平
均

赤
穂
市
　

全
国
平
均

赤
穂
市

県
平
均

赤
穂
市

県
平
均

28.3％

14.3％13.5％
15.3％

15％

8.8％
9.8％9.4％

平成20年厚生労働省人口動態統計等より推計 平成21年度がん検診等実施状況調査等より推計

乳がん乳がん 子宮がん子宮がん 乳がん乳がん 子宮がん子宮がん

平成 20 年 女性のがん死亡率 平成 21年度 がん検診受診率

　乳がん検診で行う乳房
エックス線検査（マンモ
グラフィ）が、「痛いので
は…」と不安になられて
いる人もいらっしゃるよ
うです。マンモグラフィ

は、透明なプラスチックの板で乳房を圧
迫（乳房を圧迫している時間は数十秒で
す）して撮影します。そのため、人によ
って違いますが、痛みを感じることもあ
ります。しかし、マンモグラフィは視触
診では発見できないしこりを発見するこ
とができる大切な検査です。

保健センター　☎４３・９８５５

健 康ページ 愛する人のためにそして
あなた自身のために

　

今
年
度
も
、
９
月
よ
り
健

康
教
室（
特
定
保
健
指
導
）を

行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
人

に
は
、
ご
案
内
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
、

多
く
の
人
が
減
量
に
成
功
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
を
き
っ
か
け
に

ご
自
分
に
合
っ
た
健
康
へ
の

取
り
組
み
方
法
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

�

☎
43
・
９
８
５
５

参加しよう健康教室
受けよう女性のがん検診

健康教室に参加して

減量に成功しました！

体重 －4.5㎏・腹囲 －７cm

インタビュー
・

舟坂廣子さん

61歳
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国民年金
国民年金保険料の収納業務は民間事業者に委託されています

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　日本年金機構では、国民年金保険料を納め忘れてい
る人に対する納付督励等の業務を、民間事業者に委託
しています。赤穂市の担当事業者と業務内容等は次の
通りです。
《事業者名》　㈱アイヴィジット
　　　　　　☎０１２０・９８９・４２８
《業務内容》　納め忘れとなっている国民年金保険料の

納付や、免除申請等の手続きのご案内、保険料のお
預かりなど。電話、文書、訪問などでお知らせします。

《電話案内・訪問の日時等》
　電話・訪問いづれも
　　平日・土日・休日　午前９時～午後９時
　　　※訪問の場合は１人でお伺いします。
★振り込め詐欺などにご注意！
○委託業者が電話により納付のご案内を行う場合
　 　お客様の納付状況を確認しながら、厚生労働省（日

本年金機構）が発行する納付書により、最寄りの金
融機関やコンビニエンスストアなどで、保険料を納
めていただくよう依頼します。

　※ 銀行の口座番号を指定し、ATM の操作により保
険料の振込みをお願いすることはありません。

○�委託業者の「納付督励員」が訪問して保険料をお預か
りする場合

　 　身分証（納付督励員証明書）を提示し、厚生労働省
（日本年金機構）が発行する納付書をお持ちの人に限
り、保険料をお預かりすることが可能となっていま
す。

　※ 納付書をお持ちでない人から、保険料をお預かり
することはありません。

★ 納付督励員について不審な点がありましたら、姫路
年金事務所（☎０７９・２２４・６３８２）までご確
認ください。

★ ㈱アイヴィジットから連絡があった際は、ご自身の
年金に関する必要なご案内ですので、内容をご確認
いただきますようお願いします。

※ た だ し、 会 社 名 を 名 乗 っ て も、 担 当 事 業 者（ ☎
０１２０・９８９・４２８）以外の番号からの連絡や、
番号確認ができず不審な内容のときは、姫路年金事
務所か市役所年金担当まで確認をお願いします。

　長い間会社などに勤め、退職後国保に入り、年金を
受けている65歳未満の人とその扶養者は「退職者医療
制度」による医療を受けることになります。
　退職者医療制度では、本人の自己負担と保険税のほ
か、国保以外の健康保険からの拠出金が財源となって
います。退職者医療制度の対象となっているにもかか
わらず届け出がされないと、拠出金が負担する医療費
分まで赤穂市の国保が負担することになり、結果的に
皆さんの国保税の増額につながることになります。
　皆さんの負担軽減が図られることにもなりますので、
対象となったら必ず届け出をお願いします。

▽どんな人が入るのですか
① 厚生年金や各種共済組合の年金を受けている人で、

これらの年金制度の加入期間が20年以上、もしくは
40歳以降の期間が10年以上ある人（ただし、国民年
金は除きます）

② 国民健康保険に加入している人または、これから加
入する人

③ 退職者医療制度の該当者本人の配偶者と被扶養者（年
収が130万円［60歳以上の人や障害者は180万円］未
満の人）

▽いつから資格ができるのですか
　年金の受給権が発生した日からの適用になります。

▽届出はどうするのですか
　年金証書を受け取って14日以内に、印鑑・年金証書・
国民健康保険証を持って市民課の窓口まで届け出てく
ださい。
※ 赤穂市では、被用者年金保険者からの通知に基づき、

退職者医療制度の該当者には、個別にお知らせした
上で、退職被保険者資格を職権適用しております。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）促進通知にご理解を！
　国保では、病院や薬局からお薬をもらっている人で、
ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負担額の
削減額が大きい人（年間延1,200人）を対象に、「ジェネ
リック医薬品促進通知書」を送付しています。（必ずしも
全員に通知書が届くわけではありません）
　ジェネリック医薬品への切り替えによって、被保険
者の自己負担額を減らし、国保財政の健全化を図るこ
とが期待できます。
　ジェネリック医薬品への切り替えについては、必ず
お医者さんや薬剤師に相談してください。

国保医療だより  市民課 国保医療係　☎ 43・6813

退職者医療制度 必ず届け出をしましょう！
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介護保険相談室
今年も敬老会を地域で開催します

高齢者を見守る支えるネットワーク

 介護福祉課　☎ 43・6809

　高齢者を地域で見守り支えるためには、地域の強
い絆づくりが大切です。市では地域のふれあいを大
切にした敬老行事とするため、今年も敬老会を敬老
長寿ふれあい事業として、地域で実施します。

● ９月15日現在で満75歳以上になる人全員が対象
です。

● ９月の敬老月間を中心に、まちづくり連絡協議会
や自治会等が主催の開催となります。

● 開催方法等は、地域により異なりますが、現在地
区毎に企画・検討をしていただいています。

　敬老会が、地域を元気にする源となるよう、皆さ
まのご協力をよろしくお願いします。

介護予防講座にご参加ください

　高齢者が住みなれた地域で、いつまでもいきいき
と元気に過ごすためには、高齢者の心身の変化を知
ることが必要です。介護予防講座に参加し、「老い支
度」について一緒に考えてみませんか。
●日時　９月９日（金） 　午後１時30分～３時30分
●内容　認知症から考える「老い支度」
　　　　講師＝一般財団法人 長寿社会開発センター
　　　　　　　常務理事　石黒秀喜氏
●場所　市民会館 大会議室
●申込　�不要。参加を希望する人は開始時間までに

直接会場へお越しください。
　問い合わせ先　地域包括支援センター
　　　　　　　　☎４２・１２０１

　８月１日（月） より、コンピュータによる戸籍事
務の運用を開始しました。（除籍・原戸籍のシステ
ムについては11月下旬稼動予定です）

◇従来の戸籍は「平成改製原戸籍」となります
　コンピュータ化前の戸籍については、「平成改製
原戸籍」となります。コンピュータ化された戸籍に
は、婚姻・死亡などにより既に除かれている人は
記載されません。除かれた事項の記載が必要な場
合は、「平成改製原戸籍」をご請求ください。

◇附票について
　戸籍の附票は、戸籍に記載されている人の住所
の履歴が記録されています。今回の戸籍のコンピ
ュータ化により附票も様式が変わり、最も新しい
住所だけが記録されます。以前の住所が記録され
ている証明書が必要な場合は、「改製原附票」をご請
求ください。

◇住民基本台帳カードについて
　現在、住民基本台帳カードをお持ちの人で、カ
ードに記載の住所表記の変更や氏・名文字の変更
があった場合は、カード裏面に記載が必要となり
ます。
　詳しくは市民課までお問い合せください。

問い合わせ先　市民課� 戸籍係　☎４３・６８１９

戸籍システムが
稼動しました

『男女共同参画市民講座』
　男女共同参画社会とは、“社会の構成員である男
女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち
合い、性別年齢にかかわりなく、その個性と能力
を十分に発揮できる社会”です。
　男女共同参画社会を実現するために、まずは、
身近なことから見直してみませんか。

回 月／日 講　座　内　容 講　　　師

1 9月2日
（金）

オリエンテーション
　～講座の趣旨説明～
男女共同参画の
� これまでとこれから

兵庫県理事
� 清原　桂子氏

2 9月11日
（日）

普通のおばちゃんの男女共同参画
　世界化学年女性賞を
� いただいて

神戸大学
特別顧問
� 相馬　芳枝氏

3 9月17日
（土） 老若男女で減災のまちづくり

（特活）
NPO政策研究所
専務理事
� 相川　康子氏

4 10月2日
（日）

劇「大きくなったら」
劇で広げる男女共同参画
� 子供たちに・大人たちに
オリエンテーション
　～講座を振り返って～　

劇団「虹」
演出
� 堀　　伸子氏

※都合で講座内容が変更になる場合があります。
※ 申し込み不要でご自由に参加できますので、気軽にお越

しください。
◇時　間　いずれも午後１時30分～３時
◇場　所　市民会館 中会議室
◇定　員　60名　　◇参加料　無料
◇問い合わせ先　市民対話室（人権・男女共同参画係）
� ☎４３・６８１８
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1（７/１ 文化会館）（７/１ 文化会館）

赤穂国際音楽祭 Le Pont 2011 
ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団のコンサートマスター樫本大進さんが音楽
監督を務める赤穂国際音楽祭。第３回目の開催となる今回は、東日本大震災復興
支援のためのチャリティコンサートも行われました（写真1）。演奏会後には、樫
本さんらアーティスト自らが募金箱を持って義援金を呼びかけました（写真2）。
この日を含めた４日間で、寄せられた義援金は約300万円となりました。ご協力あ
りがとうございました。また、関連行事としてハーモニーヴァイオリンアンサン
ブル教室生による街角コンサート（写真3）や、ほのぼのコンサート（写真45）
などが行われました。

泥水を蹴散らせまっしぐら 
ドッチボールや旗とりなどで、田んぼのフィールドを
駆け抜けたどろんこ運動会。
（７/５ 田端地区）

今年も元気に「ヨーイコーラ、ドッテンコーラ」 
坂越小学校伝統の海洋訓練で６年生40人が遠泳に挑戦。「ヨーイ
コーラ、ドッテンコーラ」の掛け声とともに、全員が元気に泳ぎ
きりました。（７/24 坂越湾）

平和について学びました
小学生38名が広島平和記念公園など
を訪問。戦争の悲惨さや命の尊さ、平
和について学びました。

ぼくたちの学校はぼくたちの手で
台風６号の影響で裏山の木が折れた赤穂中学
校。野球部やサッカー部の男子約50名が倒木の
撤去作業を行いました。（７/22 赤穂中学校）

世界を舞台に銅メダル
第19回世界マスターズ陸上選手権、Ｍ40クラス(40
～ 44歳)の1,600mリレー。アンカーとして出場した
笠原裕之さん(41)がアメリカ、カナダに次いで３位
フィニッシュ。日本チームは見事銅メダルを獲得し
ました。（７/17 米カルフォルニア州サクラメント）

オケで歌う「わが千種川」
母なる川「千種川」を讃える混声合唱組曲「わが
千種川」。姫路交響楽団とハーモニー千種川合唱
団による重層感のある演奏がホール全体に響き
渡りました。（７/24 文化会館）

Ｖ３達成 第４分団
操法技術と団員の士気の高さを競う消防
操法大会。新田地区等を管轄する第４分
団が優勝。３連覇を果たしました。
（７/３ 防災センター）

頑張れ日本！頑張ろう赤穂市民病院！
第10回赤穂市民病院祭（７/２）

ありがとうございました
義士グッズを販売している「わたや」店
主の矢野英樹(写真右・片浜町)さんが、
義士教育に役立ててほしいと、赤穂義士
四十七士画像の複製品を市内15小中学
校に寄贈してくださいました。

ソフトテニスで全国へ
全日本小学生ソフトテニス選手権大会兵
庫県予選で３位に入賞した高田光太郎君
(塩屋小６年)が、市長を表敬訪問。全国大
会での活躍を誓いました。(７/６ 市役所)
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（７/４ 市民病院）（７/４ 市民病院）

（７/９ 赤穂大石神社）（７/９ 赤穂大石神社）

（７/４ 赤穂中央病院）（７/４ 赤穂中央病院）（７/３ 文化会館）（７/３ 文化会館）

（７/19 教育委員会）（７/19 教育委員会）
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豆
田
市
長
は
７
月
９
日
、

姉
妹
都
市
の
笠
間
市
、
義

士
親
善
友
好
都
市
の
一
関

市
を
訪
問
。
笠
間
市
の
山

口
市
長
、
一
関
市
の
勝
部

市
長
か
ら
、
物
資
や
職
員

の
派
遣
に
つ
い
て
の
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

豆
田
市
長
は「
支
援
金
を

被
災
地
の
皆
様
が
元
気
に

な
り
笑
顔
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
有
効
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」と
伝
え
、「
忠
臣
蔵
」が

取
り
持
つ
末
永
い
絆
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　

一
関
市
で
は
市
民
の
方

か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
た
纏（
ま
と
い
）を
頂

き
ま
し
た
。
３
５
０
年
余

り
の
伝
統
が
あ
り
防
火
、

厄
除
け
を
願
っ
て
行
わ
れ

る「
大
東
大
原
水
か
け
ま
つ

り
」で
使
用
す
る
纏
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
で
、
房
飾
り
に
は

「
赤
穂
市
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
」な
ど
感
謝
の
言
葉
が

書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
は
、
職
員
を

継
続
的
に
派
遣
し
て
い
る

気
仙
沼
市
、
石
巻
市
を
訪

問
。
多
数
の
犠
牲
者
や
甚

大
な
津
波
被
害
の
あ
っ
た

両
市
は
、
全
市
を
挙
げ
て

復
旧
、
復
興
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

復
興
へ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
気
仙
沼
市
は「
港
・
け

せ
ん
ぬ
ま
復
活
祭
」、
石
巻

市
は「
石
巻
川
開
き
祭
り
」

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

菅
原
気
仙
沼
市
長
や
亀

山
石
巻
市
長
か
ら
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
被
災
者
の
生
活

再
建
、
復
興
対
策
の
た
め

に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
市
長

は「
今
後
と
も
出
来
る
限
り

の
力
に
な
り
た
い
」と
応
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
訪
問
し
た
各
市

に
は
第
１
回
赤
穂
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
被
災

者
の
方
の
参
加
の
呼
び
か

け
も
行
い
ま
し
た
。

豆田市長（右）から山口笠間市長
（左）へ目録を手渡しました。

■港・けせんぬま復活祭　８/11 ～ 13
震災により中止となった「気仙沼みなとまつ
り」の代替行事として実施。赤穂市からは市
職員が運営スタッフとして７名参加します。

■石巻川開き祭り　７/31 ～８/ １
石巻地方の最大の夏祭り。今年は東日本大震
災の供養（慰霊）と復興に主眼を置いて開催。

手
作
り
の
纏
に
は
感
謝
の
言
葉

が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　版画家の佐野正幸さん
（元塩町）が作成した義士
うちわを気仙沼市役所に
市職員が届けます。

　福島市の小学生17人が7月25日～ 29日
まで赤穂市などを訪問。キャンプや塩作
りなどを体験。赤穂での夏休みを満喫し
ました。

　宮城県東松島市でのボランティア
活動を行った関西福祉大学の学生が
７月16日、報告会を開催しました。
リーダーの社会福祉学部４年の清水
翔太さん（写真）は、「復興を始めてい
る地域とそうでない地域との二極化
が進んでいる。報道などでは震災の
話題が少なくなっているが、ボラン
ティアの助けを必要としている人た
ちは数多くいる」と報告。また看護
学部の蘆田さんと名村さんは、「長期
的な支援を行うため国の体制作りが
必要」と訴えました。
　アドバイザーで報告会に参加した
社会福祉協議会の近平さんは、「支援
を継続させることが大切。取り組み
を続けてください」と締めくくりま
した。

活動報告する清水さ
ん。今後も被災地
写真の展示会や募金
活動を実施する予定�
です。

関西福祉大学

東松島市での支援活動を報告

赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待

災害復興支援金を

被災地へ贈りました
第41回市民の夕べ中止に伴う予算を、各600万円ずつ東
日本大震災により被災した茨城県笠間市、岩手県一関
市、宮城県気仙沼市・石巻市へ贈りました。また豆田
市長は７月９日、10日４市を訪問。「一日も早い復興を」
と支援金の目録を手渡しました。

一日も早い復興を願って 東日本大震災支援活動

裏面には市職員がデザイ
ンした「がんばろう！気仙
沼！」のエール入りシール
が貼られています。

気仙沼市に

義士うちわを
プレゼント

1�No.716  �011年 8月



すくすく育て��わが家のホープ！

加里屋中洲

津
つむら

村　健
けんた

太ちゃん

平成19年８月13日生まれ

「たくましく育ってね!!」
☆父・友和さん　母・幸絵さんより

正保橋町

平
ひらた

田　琉
りゅうと

斗ちゃん

平成20年１月26日生まれ

「元気でたくましく育ってね!!」
☆父・昌伸さん　母・知世さんより

津
つむら

村　拓
たくみ

実ちゃん

平成23年１月９日生まれ

　

こ
の
た
び
赤
穂
観
光
協
会
事
務

局
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
勝
部
隆
で
す
。

　
「
忠
臣
蔵
の
ふ
る
さ
と
赤
穂
」、

「
人
柄
優
し
く
、
美
し
い
山
河
を

有
す
る
大
好
き
な
赤
穂
」で
仕
事

が
で
き
る
事
は
大
変
幸
せ
で
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
歴
史
、
伝
統
の
街

赤
穂
の
従
来
か
ら
の
地
域
資
源
に

も
新
た
な
光
を
あ
て
る
と
共
に
、

新
し
い
観
光
資
源
の
発
掘
及
び
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

赤
穂
の
観
光
振
興
に
は【
お
客

様
視
点
】で
の
企
画
力
・
実
行
力

が
必
要
で
あ
り
、
今
ま
で
培
っ
た

力
や
経
験
を
活
か
し
、
多
く
の
皆

様
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
お
客
様
に
と
っ
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
最
高
の
お

も
て
な
し
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

㈳
赤
穂
観
光
協
会
事
務
局
長

�

勝

部
　

隆

赤
穂
観
光
協
会
事
務
局
長
に

就
任
し
ま
し
た

職　種 採用予定 受験資格 採用予定

臨時事務員 １人
高等学校卒業以上
でパソコン（ワード、
エクセル）を使用で
きること

10月３日

●試験日時　８月２４日 ( 水 ) 午前９時から
●試験会場　市民病院３階 講義室
●試験内容　作文、面接
●�申込方法　履歴書（市販のもの）に必要事項を記入の

うえ、市民病院 総務課まで持参または郵送で応募
してください。 ▽ 受付期間＝８月10日（水）～ 22日

（月）土日を除く、午前８時20分～午後５時 ▽郵送
の場合は22日中に配達されていること。
●問い合わせ先　市民病院 総務課　☎４３・６４１４

赤穂市民病院
臨時職員を募集します

「のど自慢」予選会の2011年

ときめき赤穂　市制60周年 時間等の変更について
　広報あこう７月号で ｢ ＮＨＫのど自慢」の開催につ
いてお知らせしたところですが、予選会の開場・受付
時間等が１時間前倒しとなる変更がありましたのでお
知らせします。なお、９月４日（日）の本選に時間変更
はありません。
　また、司会は松本和也アナウンサーから徳田章アナ
ウンサーに変更となりました。

９
月
３
日（
土
）

　　　【変更前】 【変更後】

開場・受付／ 11時45分

⇨
10時45分

開　　　会／ 12時45分 11時45分
結 果 発 表／ 18時10分（予定） 17時10分（予定）

●問い合わせ先
　ＮＨＫ神戸放送局　☎０７８・２５２・５０００
　赤穂市企画課　　　☎４３・６８６７
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広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問秘書広報課　☎ 43・6870

　

東
備
西
播
定
住
自
立
圏
域
内
の

身
近
な
文
化
財
な
ど
を
訪
ね
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　

10
月
1
日（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
予
定
）
小

雨
決
行

◦
集
合
場
所　

文
化
会
館
駐
車
場

◦
主
な
見
学
場
所　

　

�

赤
穂
市　

旧
坂
越
浦
会
所

　

�

上
郡
町　

い
き
い
き
交
流
ふ
る

さ
と
館（
大
鳥
圭
介
縁
の
資
料
）

　

�

備
前
市　

伊
部
窯
元
、
閑
谷
学

校
◦�

募
集
人
数　

40
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◦�

参
加
費　

2
，０
０
０
円（
昼

食
・
施
設
入
館
料
を
含
む
）

◦�

申
込　

８
月
22
日（
月
）か
ら
受

け
付
け
ま
す
。（
土
日
及
び
平
日

の
５
時
30
分
以
降
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
）

　

 　

参
加
費
を
添
え
て
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
ま
で
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

　

 　

た
だ
し
、
参
加
費
に
つ
い
て

は
、
ツ
ア
ー
中
止
以
外
は
返
金

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問�

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

�

☎
43
・
６
８
５
８

赤
穂
市
・
備
前
市
・
上
郡
町

指
定
文
化
財
・
文
化
施
設
等

巡
り
ツ
ア
ー

赤
穂
市
・
備
前
市
・
上
郡
町

指
定
文
化
財
・
文
化
施
設
等

巡
り
ツ
ア
ー

募集募集▽▽▽▽▽▽

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

ついに登場 !!

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　　おまけにリビングも広く！
　　　　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！

リビング天井
3.8ｍ

大型収納
（ハシゴなし）

　

そ
の
昔
、
備
前
国
の
寺
山
に

真
言
宗
の
大
成
山
・
太
平
寺
外
、

五
ヵ
寺
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
願
寺
第
８
代
蓮
如
上

人
の
影
響
に
よ
り
、
当
時
の
住
職

の
善
改
が
帰
依
し
、
永
正
３
年

（
１
５
０
６
）に
開
基
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
折
方（
織
方
）に
移
転
。

付
近
に
は
機
ヶ
谷
と
い
う
地
名

が
あ
り
、
機
織
を
す
る
人
々
が
住

ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
号
の
云
わ
れ
は
不
明
で
す

が
、
機
谷
住
職
に
よ
れ
ば
島
根

県（
雲
南
市
）に
大
成
山
と
機
谷

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
何
ら
か

の
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
言
う

こ
と
で
す
。
寺
号
に
つ
い
て
は
、

不
詳
で
す
。

　

高
田
専
修
寺
に
属
し
て
い
た

如
導
は
正
応
３
年（
１
２
９
０
）、

越
前
国
今
北
東
郡
大
町
に
大
町

専
修
寺
を
建
立
。
過
去
帳
に
よ
れ

ば
、
開
基
仏
の
由
来
と
し
て
文
亀

元
年（
１
５
０
１
）に
、
本
願
寺
実

如
上
人
の
御
印
を
請
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
如
導
は
織
田
信

長
の
加
賀
越
前
の
攻
略
を
逃
れ
、

柳
ケ
坂（
天
和
）に
開
基
仏
を
背

負
っ
て
落
ち
の
び
て
住
み
、
そ
の

後
山
の
中
腹
に
竹
林
庵
を
建
て

て
い
ま
す
。
本
寺
は
赤
穂
郡
誌
に

よ
れ
ば
永
正
18
年（
１
５
２
１
）

に
僧
基
誓
が
開
基
し
ま
し
た
。

　

山
号
の
由
来
は
、
大
き
な
谷

に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
大

谷
山
。
付
近
に
は
庵
浜
・
大
谷（
福

浦
）の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
寺
号
は
浄
土
系
宗
派

の
特
徴
で
あ
る
専
修
念
仏
の
２

字
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

永
和
２
年（
１
３
７
６
）恵
専

が
真
言
宗
法
光
院
と
し
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
が
、
文
明
５
年

（
１
４
７
３
）浄
土
真
宗
に
改
宗
。

　

山
号
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
寺

の
位
置
す
る
と
こ
ろ
が
字
香
山

で
あ
り
、
高
い
場
所
に
あ
っ
た

た
め
聳そ

び

え
た
つ
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

香
と
聳
の
２
字
を
取
り
入
れ
て

山
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

付
近
に
は
東
香
山
の
地
名
も
残

っ
て
い
ま
す
。

　

法
光
寺
と
い
う
寺
号
は
各
地

に
あ
り
ま
す
が
、
本
寺
は
仏
法
、

如
来
の
光
の
２
字
を
と
っ
て
寺

号
を
付
け
て
い
ま
す
。

大だ
い
じ
ょ
う
ざ
ん

成
山
・
浄じ
ょ
う
せ
ん
じ

専
寺（
折
方
）

大だ
い
じ
ょ
う
ざ
ん

成
山
・
浄じ
ょ
う
せ
ん
じ

専
寺（
折
方
）

大お
お
た
に
ざ
ん

谷
山
・
専せ
ん
し
ゅ
う
じ

修
寺（
鷏
和
）

大お
お
た
に
ざ
ん

谷
山
・
専せ
ん
し
ゅ
う
じ

修
寺（
鷏
和
）

聳し
ょ
う
こ
う
ざ
ん

香
山
・
法ほ
う
こ
う
じ

光
寺（
福
浦
）

聳し
ょ
う
こ
う
ざ
ん

香
山
・
法ほ
う
こ
う
じ

光
寺（
福
浦
）

№31
山とひと

西部地区の山
さんごう

号と寺
じごう

号
本地区には、折方１ヵ寺、鷏和１ヵ寺、
福浦１ヵ寺の３ヵ寺あります。

法光寺 専修寺

浄専寺

赤
穂
港

赤
穂
港

天和駅天和駅

至赤穂至赤穂

備前福河駅備前福河駅

至岡山至岡山

大津
川

大津
川
関西福祉
大学

卍 卍

卍

山陽自動車道
山陽自動車道

250

香山に聳
そび

える法光寺
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◦�
テ
ー
マ　

下
水
道
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
な
事
柄

◦�

標
語　

応
募
資
格
制
限
な
し

　

�

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
大

の
用
紙
１
枚
に
作
品
１
点 

　

�

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
。（
一
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
が
、
用
紙
１
枚
に

１
点
と
し
て
く
だ
さ
い
）

◦�

書
道　
　

小
・
中
学
生
の
み

　

�

小
学
校
低
学
年「
下
水
ど
う
」

　

�

小
学
校
高
学
年「
下
水
道
の
役

割
」

　

�

中
学
生「
下
水
道
と
環
境
」

※ 

半
紙
を
縦
長
で
使
用
。
左
端
に

学
年
、
氏
名
を
墨
書
き
。
台
紙

は
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦�

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー　

　

�

小
・
中
学
生
の
み 

　

�

Ｂ
４
～
Ａ
２
判 

　

�

ポ
ス
タ
ー
に
は
必
ず「
９
月
10

日
下
水
道
の
日
」の
文
字
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

�

絵
画
の
場
合
、
文
字
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

�

作
品
の
裏
面
に
、
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
を
明
記
。

◦
作
文　

▽
小
・
中
学
生
の
み 

　

�

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
で
、
小

学
校
低
学
年
は
３
枚
以
内
、
高

学
年
は
４
枚
以
内
、
中
学
生
は

５
枚
以
内
。
た
だ
し
、
自
筆
原

稿
に
限
り
ま
す
。（
ワ
ー
プ
ロ
不

可
）

　

�

作
品
に
は
、
タ
イ
ト
ル
、
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
。

◦�

新
聞　
　

�

小
・
中
学
生
の
み

　

�

学
校
・
ク
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
・

個
人
な
ど
応
募
単
位
は
自
由 

　

�

Ｂ
４
判
ま
た
は
Ａ
３
判
～
模
造

紙
大
以
内
の
用
紙
の
片
面
に
新

聞
形
式
で
編
集（
自
筆
・
ワ
ー

プ
ロ
・
絵
・
写
真
入
り
等
表
現

方
法
は
自
由
）

　
�

テ
ー
マ
は「
下
水
道
」

　
�

作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、学
年
、

氏
名（
複
数
の
場
合
は
グ
ル
ー

プ
名
）を
明
記
。

◦�

賞　

金
賞
・
銀
賞（
賞
状
と
副

賞
）、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

　

�

金
・
銀
賞
作
品
は
①
９
月
13
日

（
火
）～
22
日（
木
）、
市
役
所
１

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
②
９

月
23
日（
金
）～
30
日（
金
）、
下

水
管
理
セ
ン
タ
ー 

③
10
月
13

日（
木
）～
24
日（
月
）、
プ
ラ
ッ

ト
赤
穂
２
階
通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
映
画
館
横
）で
展
示
予
定
で

す
。

※ 

優
秀
作
品
受
賞
者
は
、
９
月
23

日（
金
）、
下
水
管
理
セ
ン
タ
ー

に
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。
ま
た

展
示
場
所
及
び
新
聞
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
氏
名
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

作
品
は
全
点
、（
社
）日
本
下
水

道
協
会
主
催
の「
下
水
道
い
ろ

い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」に
出
展
し
、

全
国
規
模
で
の
審
査
を
受
け
る

た
め
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

応
募　

９
月
５
日（
月
）ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
で
。

　

 

〒
678―

0239 

加
里
屋
89―

1

　

上
下
水
道
部 

総
務
課
ま
で
。

問�

上
下
水
道
部 

総
務
課

�

☎
43
・
６
８
３
２

　

今
年
も
名
月
と
邦
楽
の
調
べ
や

茶
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し

ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　

９
月
17
日（
土
）
午
後

５
時
30
分
～
９
時（
邦
楽
等
５

時
45
分
開
演
）

◦�

場
所　

文
化
会
館　

お
茶
席
＝

正
面
玄
関
前
広
場（
雨
天
・
小

ホ
ー
ル
）　

邦
楽
等
芸
能
＝
大

ホ
ー
ル

◦�

茶
席　

藪
の
内
流
・
表
千
家

　
 

茶
席
券
＝
１
席
４
０
０
円（
前

売
券
３
５
０
円
）

※ 
前
売
券
は
、
赤
穂
観
月
会
実
行

委
員
会
事
務
局（
市
民
会
館
）等

で
販
売
中

◦�

邦
楽
等　
　

赤
穂
芸
能
文
化
協

会　

摂
楠
流
赤
穂
吟
詠
会　

神
伝
真
正
早
渕
流
剣
詩
舞
道
赤

穂
支
部　

賀
堂
流
赤
穂
双
巴
吟

詠
会　

赤
穂
民
謡
同
好
会「
塩

華
」　

琴
伝
流
大
正
琴
赤
穂
グ

ル
ー
プ　

赤
穂
歌
謡
同
好
会 

　

赤
穂
民
俗
芸
能
保
存
会
連
合

会
◦
入
場
料　

無
料

◦�

お
願
い　

駐
車
場
の
収
容
台
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
周
辺
へ
の
迷

惑
駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

赤
穂
観
月
会
実
行
委
員
会（
事

務
局 

市
民
会
館
）

�

☎
43
・
７
４
５
０

◦�

日
程
等　
　

９
月
29
日
～
12
月

22
日
の
毎
週
木
曜（
全
12
回
） 

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◦�

講
師　

曺 

光
仁
氏（
西
は
り
ま

医
療
専
門
学
校
長
）

◦�

内
容　

韓
国
語
生
活
会
話
の
基

本
、
韓
国
の
伝
統
や
文
化
の
話

題
◦�

対
象　

16
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◦�

定
員　

20
名（
先
着
順
）

◦
場
所　

市
民
会
館

◦
参
加
料　

１
，５
０
０
円

◦�

申
込　

８
月
20
日（
土
）
午
前

９
時
～　

受
講
料
を
添
え
て
中

央
公
民
館
受
付
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
月
曜
を
除
く
）

問�

中
央
公
民
館

 

☎
43
・
７
４
５
０

下
水
道
い
ろ
い
ろ

コ
ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ

コ
ン
ク
ー
ル

募集募集▽▽▽▽

▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

赤
穂
観
月
会

赤
穂
観
月
会

催し催し

▽▽

▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽
▽▽▽▽

▽▽

▽▽

中
央
公
民
館
講
座

「
韓
国
語
講
座
」

中
央
公
民
館
講
座

「
韓
国
語
講
座
」

講座講座

▽▽

▽▽

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！ 節電のお願い

　今夏の平日の日中において、電力需給が厳しくなる
恐れがあります。
　皆さまには、ご不便とご迷惑をおかけしますが、節
電にご協力いただきますようよろしくお願いします。

関西電力
節電お問い合わせ専用ダイヤル

0120-911-777（通話料無料）
《受付時間》平日 9:00 ～ 20:00 土日祝 9:00 ～ 17:30

広報あこう７月号の
訂正とお詫びについて

「平成23年春の叙勲」の記事（７ペ
ージ掲載）中、叙勲の種別につい
て、次のとおり誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
誤）端宝双光章� →�正）瑞宝双光章
誤）端宝単光章� →�正）瑞宝単光章
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11
月
３
日（
木
・
祝
）、
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る
市
民
音
楽（
合

唱
）祭
の
出
演
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◦
対
象　

市
内
の
合
唱
団
体

◦�

申
込
期
限　

８
月
26
日（
金
）

問�

中
央
公
民
館

 

☎
43
・
７
４
５
０

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

◦�

出
願
期
間　

８
月
31
日（
水
）ま

で
。

問�

放
送
大
学 

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス

�

☎
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８

◦�

実
施
保
育
所　

御
崎
・
坂
越
・

有
年
保
育
所

◦�

対
象　

平
成
21
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
児
童
と
親　

各

30
組

◦�

活
動
日
時　

月
３
回　

午
前
10

時
～
11
時

◦
参
加
料　

月
額 

１
，０
０
０
円

◦�

申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
８
月

19
日（
金
）
午
前
10
時
30
分
ま

で
に
希
望
す
る
保
育
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問�

御
崎
保
育
所 

☎
42
・
３
３
３
８

　

坂
越
保
育
所 

☎
48
・
８
４
５
８

　

有
年
保
育
所 

☎
49
・
２
２
９
７

　

子
育
て
健
康
課

 

☎
43
・
６
８
０
８

　

正
社
員
を
目
指
す
概
ね
39
歳
以

下
の
求
職
者
と
播
磨
地
域
の
求
人

者
が
一
堂
に
会
し
た
就
職
面
接
会

を
実
施
し
ま
す
。

※
履
歴
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦�
日
時　

８
月
22
日（
月
）
午
後

１
時
～
４
時（
受
け
付
け
は
３

時
ま
で
）

◦�

場
所　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
３
階 

鳳
凰
の
間

◦�

参
加
企
業　

兵
庫
労
働
局
Ｈ
Ｐ

　

 （h
ttp

://w
w

w
.h

y
o

g
o

-
roudoukyoku.jsite.m

hlw
.

go.jp

）に
掲
載
予
定

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

企
画
情

報
部
門

　

☎
０
７
９
・
２
２
２
・
４
７
８
５

「
第
69
回
心
臓
病
教
室
」

◦�

日
時　

９
月
11
日（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

◦�

場
所　

市
民
病
院
３
階
講
義
室

◦�

内
容　
　
「
心
不
全
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
」
看
護
部
＝
山

本
牧
子　
「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
や
っ
つ
け
よ
う
！
」
循

環
器
科
＝
小
西
弘
樹

「
第
17
回
肝
臓
病
教
室
」

◦�

日
時　

９
月
11
日（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

◦�

場
所　

市
民
病
院
３
階
講
義
室

◦�

内
容　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

治
療
」
消
化
器
科
＝
三
井
康
裕

「
第
67
回
糖
尿
病
教
室
」

◦�

日
時　

９
月
３
日（
土
）
午
後

２
時
～
４
時（
受
付
１
時
30
分
）

◦�

場
所　

市
民
病
院
３
階
講
義
室

◦�

テ
ー
マ　

糖
尿
病　

最
新
の
話

題「
自
分
で
血
糖
を
測
っ
て
み

よ
う
！
」
内
科
医
師
＝
吉
本
咲

耶
、
看
護
師
＝
山
根
吉
惠
、
臨

床
検
査
技
師
＝
伊
藤　

茜

※ 

予
約
不
要
。
血
糖
測
定
器
を
お

持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問�
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

�

☎
43
・
８
４
５
８

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
希
望
さ
れ
る
高
校
２
年
生

相
当
の
人（
今
年
度
中
に
17
歳
に

な
る
人
）は
、
９
月
30
日
ま
で
に

１
回
目
の
接
種
を
受
け
な
け
れ

ば
、
事
業
の
対
象（
無
料
）に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
現
在
、
供
給
量
が
確
保
さ

れ
て
い
る
た
め
、
接
種
を
希
望
す

る
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生

の
人
は
接
種
が
で
き
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問�

保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
９
８
５
５

　

兵
庫
県
及
び
兵
庫
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
な
ど
の
難
病
の「
医
療
・

生
活
」相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

９
月
11
日（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

赤
穂

健
康
福
祉
事
務
所（
赤
穂
保
健

所
）地
域
保
健
課

 

☎
43
・
２
３
２
１

　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
広
く
・
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ゴ
ミ
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、

無
断
の
貼
り
紙
、
は
み
出
し
看
板

の
設
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省
・
兵
庫
県
県
土
整
備

部
・
赤
穂
市

市
民
音
楽
祭

出
演
団
体

市
民
音
楽
祭

出
演
団
体

募集募集

放
送
大
学
10
月
入
学
生

放
送
大
学
10
月
入
学
生

募集募集

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル

【
第
２
期
】９
～
11
月

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル

【
第
２
期
】９
～
11
月

募集募集

正
社
員
就
職
面
接
会
in

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ

正
社
員
就
職
面
接
会
in

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ

雇用雇用

赤
穂
市
民
病
院

患
者
教
室

赤
穂
市
民
病
院

患
者
教
室

健康健康

▽▽

▽▽

高
２
女
子
の
皆
さ
ま
へ

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
２
女
子
の
皆
さ
ま
へ

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

健康健康

第
65
回
難
病

医
療
・
生
活
相
談
会

第
65
回
難
病

医
療
・
生
活
相
談
会

健康健康

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

お知らせお知らせ

住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました
住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000
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８
月
15
日（
月
）は
終
戦
記
念
日

で
す
。
今
年
も
赤
穂
市
で
は
、
正

午
に
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
を
祈

念
し
て
市
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課 

☎
43
・
６
８
５
０

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
及
び
証
券
等
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

◦�

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
及
び
紙
幣
。

◦�

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
等
に
預
け
ら
れ
た
証
券

等
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の
。

※ 

返
還
の
お
申
し
出
は
、
ご
本
人

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
々

で
も
結
構
で
す
。

問�

姫
路
税
関
支
署 

管
理
課

�

☎
０
７
９
・
２
３
５
・
４
５
７
１

◦�

試
験
日
時　

10
月
23
日（
日
）

◦�

試
験
場
所　

兵
庫
県
立
大
学
姫

路
書
写
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
全

類
、
丙
種

◦�

願
書
の
配
布　

消
防
本
部
及
び

上
郡
分
署
、
新
都
市
分
署
に
て

８
月
15
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま

す
。

◦�

願
書
の
受
付　

８
月
29
日（
月
）

～
９
月
８
日（
木
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部
へ

郵
送
・
持
参
。
な
お
電
子
申
請

は
期
間
が
異
な
り
ま
す

問�
消
防
本
部 

予
防
課 

危
険
物
係

�

☎
43
・
６
８
８
２

　

上
郡
分
署 
庶
務
予
防
係

�

☎
52
・
５
１
１
９

　

新
都
市
分
署 

庶
務
予
防
係

 

☎
58
・
０
１
１
９

◦
お
仕
事
承
り
ま
す

・
草
刈
り
・
草
抜
き

・
簡
易
な
大
工
・
左
官
作
業
等

　

そ
の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦�

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会
説

明
会
に
出
席
し
た
人
。
※
女
性

会
員
も
多
数
活
躍
中
で
す
。

◦
９
月
の
入
会
説
明
会

・�

日
時　

９
月
12
日（
月
）
午
後

１
時
30
分
～

・�

場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
43
・
７
２
０
０

　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、
住

民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業
を
行

う
方
に
か
か
る
税
で
す
。

　

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
31
日（
水
）で
す
の

で
、
最
寄
り
の
銀
行
・
郵
便
局
等

の
金
融
機
関
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座

振
替
制
度
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
個
人
住
民
税
の
第
２
期

分
の
納
期
限
も
、
同
じ
８
月
31
日

で
す
。

問�

兵
庫
県
龍
野
県
税
事
務
所

 

☎
０
７
９
１
・
６
３
・
５
６
７
０

　

赤
穂
市
総
務
部 

税
務
課

 

☎
43
・
６
８
０
３

◦
水
稲
共
済
の
掛
金
納
付
期
限

　

８
月
31
日（
水
）

※ 

掛
金
の
口
座
振
替
日
も
８
月
31

日
で
す
。

問�
赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

�

☎
45
・
１
１
０
１

戦
没
者
の
慰
霊
・
平
和
祈
念

の
黙
と
う
に
ご
協
力
を

戦
没
者
の
慰
霊
・
平
和
祈
念

の
黙
と
う
に
ご
協
力
を

お知らせお知らせ

終
戦
当
時
引
揚
者
の

皆
さ
ま
へ

終
戦
当
時
引
揚
者
の

皆
さ
ま
へ

お知らせお知らせ

危
険
物
取
扱
者

危
険
物
取
扱
者

試験試験

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせお知らせ

個
人
事
業
税
・
住
民
税
の

納
期
は
８
月
31
日

個
人
事
業
税
・
住
民
税
の

納
期
は
８
月
31
日

お知らせお知らせ

農
業
共
済
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ

農
業
共
済
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ

お知らせお知らせ

ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届けよう！
当社は、エコキャップ推進協会の回収業者です。お気軽にご相談下さい。

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地の１

NPO法人（内閣府認証）
エコキャップ推進協会

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション
HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

11月20日(日)  18：00開演  大ホール  全席指定
「もらい泣き」でデビューし、「ハナミズキ」を大ヒット曲に持
つ女性歌手 一青窈 が赤穂にやって来る!!
入場料：5,900円（友の会5,500円）
発売日：友の会　８月13日（土）一般８月20日（土）午前９時～ 

電話予約 午後１時～

9月16日(金)  13：30開演  大ホール  全席指定
出　演：片岡仁左衛門、片岡秀太郎、片岡愛之助ほか
入場料：一等席6,000円　二等席5,000円　三等席4,000円
　　　　高校生以下1,000円（二等席以下）※友の会２割引

好評
発売中!

近日
発売！
近日
発売！

10月23日(日)  15：00開演  小ホール  全席指定
アルゼンチンのタンゴ、キューバのサルサ、そしてマンボ等、バラエティーに富
んだラテンダンス。本場の歌手・ダンサーを迎えて贈るスーパーダンスショー！
入場料：3,500円（友の会3,000円）

好評
発売中!
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編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/

e
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平成23年度　福祉作文募集 ! ！
　身近な福祉問題や活動をテーマにした作文を書いてみませんか？
　入賞者は ｢障がい者の日�ともに考える市民のつどい ｣の席上にて表彰し、入賞
作品は「広報あこう」に掲載するとともに、福祉作文集を発行します。※佳作は除く

○福祉作文
　審査は小学生の部・中学生の部・高校生以上
の部の３部門で行います。
・大賞１点　　賞状と賞金（３，０００円）
・特選１点　　賞状と賞金（２，０００円）
・入選２点　　賞状と賞金（１，０００円）
・佳作　　　　賞状と図書カード（５００円）
○応募資格
・�市内在住、在勤、在学の人であればどなたで
も応募できます。

・�応募作品は未発表のものに限り、版権は社協
に帰属します。

○応募方法
・�４００字詰原稿用紙（２０×２０Ａ4サイズ
限定）３枚以上５枚以内。
・�鉛筆Ｂ以上を使用し、原本提出してください。
・�題名、住所、氏名、年齢、職業（学年）、電話
番号を明記してください。
・�９月１６日（金）までに、持参または郵送で社
協まで提出してください。

○その他
・�参加者全員（入賞者以外）に参加
賞があります。
・�学生入選者の場合は、賞金相当
額の図書カードとなります。

● 受 講 生 募 集 ●

初 級 要 約 筆 記 講 座
　聴覚障がい者の方の日常生活・社会活動に欠かすことので
きないコミュニケーション手段の一つとしての要約筆記。
★�最近はパソコンでの要約筆記も広まってきました。
★�ボランティアに関心はあるんだけれど…という方は、まず
は、はじめの一歩から！

日　�　時９月10日～ 10月29日　毎週土曜日（全８回）午後１時30分～３時30分
場　�　所総合福祉会館
対　�　象市民20名
受� 講� 料 無料
講　�　師赤穂イヤモード、市社会福祉課�障がい福祉係
申込締切８月３１日（水）　※定員になり次第締め切り
主 催社会福祉協議会・ボランティアセンター
申 込 先社会福祉協議会　☎４２・１３９７

手書きで描写します

パソコン文字も描写し、伝えます

18No.716  �011年 8月このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397 まで























































このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定し
た地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さまのあ
たたかいご援助が必要です。ご協力をお願いいたします。
（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】� 田原　摩利　　久須　律子　　金丸　町子
 中村　孝司　　虎津　禎一　　真殿　澄江
 髙力　久枝　　米野　征也　　萩原　敏弘
 涌元　雅代　　山﨑　悦男　　大西　則子
 西﨑　　要　　柳内　和代　　三木　保子
 中村　文代　　村中惠美子　　千年屋正子
 睦谷　　博　　谷　　正行　　山田　和子
 松本　　保　　宮地　渉子　　御代　邦子
 田口　和弘　　金谷恵美子　　本家　洋史
 西田　義幸　　久須　　暉　　幸田きく江
 長谷川紘一　　丑田　光則　　安本　　穣
 亀井　直就
【法人】 赤穂市遺族会　　赤穂点灯会　　太田小児科
 郷司動物病院　　花みずき　　　鼓会
 ㈲つづれや　　　赤穂市婦人共励会
 周世ふれあい市場　特養瀬戸内ホーム
 赤井歯科医院　　播州信用金庫赤穂支店
 小野高速印刷㈱　勝下印房　　　㈱中村建設
 ㈱あこうにしき　㈲みなと保険企画
 ㈱田原文具センター　㈱とみはら
 ㈱大宗　　　　　御崎第二光和会
匿名の方々からもご協力をいただきました。

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（６月１日～６月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

松 原 町 金 丸 　 鈴 子 50,000 亡夫満中陰志
松 原 町 金 丸 　 鈴 子 10,000 訪問入浴のお礼として
有年牟礼 澤 　 義 隆 100,000 亡父光芳満中陰志

Ｙ ． Ｓ 10,000 福祉のために使ってください。

中 広 三五会同窓会
（代表  小野和代） 12,480 同窓会残金

西 有 年 大 野 　 利 幸 100,000 亡義父満中陰志
塩 屋 古 谷 　 寿 宏 50,000 亡父満中陰志
中 広 匿 名 5,000 福祉のために
海 浜 町 匿 名 10,000 お礼
北 野 中 匿 名 5,000 車いす借用お礼
西 有 年 中 山 　 光 恵 200,000 亡夫満中陰志
尾 崎 宮 本 　 勝 昭 100,000 亡父満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　去る６月２４日いきいきサロンのリーダーを対象に、
実践講座が開催されました。

「次のサロンどうしよう？」
「マンネリ化したかな？」
「参加者が少なくなってきた」
なんて悩みを抱えるサロンリーダ
ーの胸の内を明らかにしてから、栗
木先生の絶妙なお話が始まりまし
た。

「認知症にならないためにもサロン
活動をがんばろう、自分のために楽しんでやろう」
来たときは、ちょっと憂鬱そうだったのが、エネルギ
ーをしっかり充電されて、みなさん弾ける笑顔がこぼ
れました。
　グループで悩みを共有するグループワークの後、お
もちゃでゲームをして楽しい時間を過ごしました。
※ いきいきサロンにおもちゃの貸し出しを始めます。
　社協までお問い合わせください。

栗木講師に元気をもらって終わる

リーダー同士話がはずみます 笑いが弾けます

熱く語る栗木講師

※ 現在、社協では福祉用具貸与事業として、車い
すを無料で貸し出しています。

　去る７月16日に、吉栖一弘氏（中広）より社
協に電動車いすが寄贈されました。
　存分に活用させていただきます。
　ありがとうございました。
　今回寄贈いただきました電動車いすは、当
面総合福祉会館内のみでの使用を考えていま
すが、ご使用のご希望があれば、お気軽に社
協までお申し出ください。

電動車いす寄贈される
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▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、コンビニエンスストア、観光案内所（播
州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも設置して
いますのでご利用ください。

▪�次回の回覧広報あこうは８月25日（木）、
　広報あこうは９月12日（月）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　夏の食べ物といえば、何を
思い浮かべますか？ ひはス
イカです。瑞々しくて甘くて、
シャリシャリとした食感がた
まりません。英語ではウオー
ターメロンという位で、水分
がとても多い。身体を冷や

す作用もあるようで、暑い夏
にはぴったりの食べ物です。
血糖値が気になりながらも
食べてしまう赤くて甘い憎い
やつ。暑い夏にスイカをほお
張る。小さなしかし確かな幸
せです。  ひ

くらしのカレンダー 8/10 ～ 9/19

8月
10 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

11 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

12 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

13 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話室　☎43・6818

14  宮崎クリニック ☎ 43・4877
9：00 ～ 17：00

15
16 ●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

17
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20 ～ 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳6 ヵ月児健診（Ｈ22.1生） 13：30 ～ 14：30　受付 

18 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

19
20 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話室　☎43・6818

21  きむクリニック ☎ 45・7355
9：00 ～ 17：00

22
23

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

24
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ23.4生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

25
26 ●赤ちゃん相談　13：30 ～ 15：30 

●子育て応援隊サロン 

27
28  松本クリニック ☎ 42・0036

9：00 ～ 17：00

29
30 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

31 ●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
消費生活相談　市民対話室（随時）� ☎43・6818
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話室� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
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問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

9月
1
2 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

3
4  藤野内科クリニック ☎ 42・1077

9：00 ～ 17：00

5 ●こころのケア相談（要予約） 13：30 ～ 14：30 

6
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 
●献血　9：30 ～ 11：30 

7
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●３歳児健診（Ｈ20.3生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

8 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

9 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

10 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話室　☎43・6818

11  赤穂記念病院加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

12 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

13 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

14
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ21.1生、Ｈ21.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●農地相談　10：00 ～ 11：30 

15 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

16

17 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話室　☎43・6818

18  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

19  シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00


